
は
じ
め
に
平
成
二
二
年
八
月
に
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
あ

る
ブ
リ
ッ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
開
催
さ
れ
た
第
十

二
回
国
際
チ
ベ
ッ
ト
学
会
に
参
加
し
た
。
筆
者
の
研
究
領
域
は
、

近
年
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
移
行
し
て
い
る
も
の
の
、
も
と
も
と
は

イ
ン
ド
大
乗
仏
教
を
研
究
し
て
お
り
、
チ
ベ
ッ
ト
学
研
究
者
と
し

て
は
ま
だ
ビ
ギ
ナ
ー
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
国
際
チ
ベ
ッ
ト
学
会

に
つ
い
て
も
、
今
回
が
初
め
て
の
参
加
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
前
回

の
ド
イ
ツ
の
ボ
ン
で
の
学
会
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
在
住
時
に
グ
ラ
ー
ッ

で
の
学
会
、
さ
ら
に
は
研
究
者
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
時
の
成
田

山
で
の
学
会
な
ど
参
加
す
る
機
会
は
こ
れ
ま
で
何
度
も
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
デ
ィ
ー
パ
ン
カ
ラ
シ
ュ
リ
ー
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ
研
究
は
チ

ベ
ッ
ト
仏
教
の
範
晴
に
入
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
イ
ン
ド
仏
教
思
想

第
十
二
回
国
際
チ
ベ
ッ
ト
学
会
報
告

第
十
二
回
国
際
チ
ベ
ッ
ト
学
会
報
告
（
望
月
海
慧
）

史
の
流
れ
で
位
置
づ
け
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
ま
た
チ
ベ
ッ

ト
仏
教
独
自
の
文
献
を
扱
っ
て
い
な
い
こ
と
に
も
、
檮
踏
の
理
由

は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
チ
ョ
ナ
ン
派
の
研
究
で
科
学
研
究
費
の
助

成
金
の
交
付
を
受
け
た
こ
と
、
陸
の
冒
蔓
言
註
８
負
団
忌
ａ
Ｑ
言
８

の
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
も
考
え
、
出
か
け
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

前
月
に
、
久
間
泰
賢
先
生
（
三
重
大
学
）
を
研
究
代
表
者
と
す

る
「
ヴ
ィ
ク
ラ
マ
シ
ー
ラ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
会
議
と
第
三
回

国
際
タ
ン
ト
ラ
研
究
会
へ
の
参
加
の
た
め
に
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
に

出
か
け
た
ば
か
り
で
、
引
き
続
き
の
出
国
と
な
っ
た
。

八
月
一
五
日
前
日
に
檀
家
の
棚
経
を
す
ま
せ
て
か
ら
、
身
延
を

発
つ
。
大
寺
の
住
職
で
あ
る
な
ら
ば
、
参
加
不
可
能
な
時
期
で
あ

望

月

海

慧
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ろ
う
が
、
自
坊
が
小
寺
な
の
も
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
幸
い
で
あ

る
。
成
田
か
ら
バ
ン
ク
ー
バ
ー
へ
の
直
行
便
を
選
択
し
た
た
め
、

知
り
合
い
の
方
々
も
い
る
か
と
思
う
と
、
搭
乗
の
際
に
斎
藤
明
先

生
（
東
京
大
学
）
が
声
を
か
け
て
く
れ
た
。

バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
着
い
て
、
空
港
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
宿
泊
先
で

あ
る
大
学
の
レ
ジ
デ
ン
ス
に
向
か
う
。
ほ
ど
な
く
到
着
し
、
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
を
探
す
の
に
手
間
取
る
も
、
部
屋
に
落
ち
着
い
た
。
レ

ジ
デ
ン
ス
は
三
棟
の
高
層
の
建
物
と
中
層
の
建
物
か
ら
な
る
。
部

屋
は
共
同
の
ダ
イ
ニ
ン
グ
・
キ
ッ
チ
ン
に
二
つ
の
バ
ス
ル
ー
ム
、

三
つ
の
個
室
か
ら
な
る
。
個
室
は
ベ
ッ
ド
と
学
習
机
が
備
え
付
け

ら
れ
て
お
り
居
住
環
境
の
充
実
度
は
高
い
も
の
で
あ
る
。

ブ
リ
ッ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
は
二
度
目
の
訪
問
で

あ
る
。
前
回
は
、
夕
コ
マ
で
の
学
会
の
際
に
、
シ
ア
ト
ル
か
ら
車

で
北
上
し
て
ノ
ー
ス
カ
ス
ケ
ー
ド
国
立
公
園
を
観
光
し
て
、
カ
ナ

ダ
に
入
国
し
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
市
内
に
入
る
前
に
立
ち
寄
っ
た
。

そ
の
時
の
記
憶
か
ら
大
学
の
中
心
を
把
握
し
て
い
る
の
で
、
ま
ず

は
そ
こ
に
向
か
っ
て
昼
食
を
と
る
こ
と
に
す
る
。
す
る
と
ア
ジ
ア

第
十
二
回
国
際
チ
ベ
ッ
ト
学
会
報
告
（
望
月
海
慧
）
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文
化
紹
介
の
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
、
多
く
の
ア
’
一
メ
ー
シ
ョ
ン
の
コ

ス
チ
ュ
ー
ム
・
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
集
ま
っ
て
い
た
。
残
念
な
が
ら
こ

の
領
域
の
研
究
は
全
く
行
っ
て
い
な
い
の
で
、
イ
タ
リ
ア
ン
の
ピ

ザ
を
食
べ
て
退
散
す
る
。

バ
ス
停
に
向
か
い
、
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
に
出
か
け
る
。
丁
度
停
車

し
て
い
る
バ
ス
の
運
転
手
に
行
き
先
を
聞
い
て
み
る
と
、
ダ
ウ
ン

タ
ウ
ン
に
向
か
わ
な
い
と
言
わ
れ
る
も
の
の
、
乗
客
が
親
切
に
乗

り
換
え
先
を
教
え
て
く
れ
た
。
ロ
ブ
ソ
ン
通
り
を
歩
い
て
み
る
も

の
の
、
疲
れ
て
し
ま
い
、
ギ
ャ
ス
・
ダ
ウ
ン
や
チ
ャ
イ
ナ
・
タ
ウ

ン
を
再
訪
す
る
元
気
も
な
く
、
夕
食
を
購
入
し
て
戻
る
こ
と
に
す

る
。

大
学
に
戻
る
バ
ス
を
探
し
出
す
も
の
の
、
コ
イ
ン
が
な
い
た
め

に
乗
車
拒
否
さ
れ
て
し
ま
う
。
言
い
返
す
元
気
も
な
く
、
売
店
を

探
し
て
小
銭
を
作
り
、
次
の
バ
ス
で
戻
る
。
以
後
、
帰
国
の
際
ま

で
、
大
学
の
敷
地
か
ら
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ア
ト
ラ
ン
タ
の

エ
モ
リ
ー
大
学
で
の
国
際
仏
教
学
会
の
時
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、

ョ
－
ロ
ッ
パ
の
大
学
と
異
な
り
、
北
米
の
大
学
は
、
広
い
キ
ャ
ン

第
十
二
回
国
際
チ
ベ
ッ
ト
学
会
報
告
（
望
月
海
慧
）

八
月
一
六
日
学
会
初
日
で
あ
る
。
ジ
ェ
ッ
ト
ラ
グ
も
な
く
目
が

覚
め
、
朝
食
を
取
り
に
学
食
に
向
か
う
。
同
じ
く
朝
食
に
向
か
う

小
野
田
俊
蔵
先
生
（
仏
教
大
学
）
と
会
い
、
一
緒
に
朝
食
を
取
る
。

代
金
は
学
会
参
加
費
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
メ
’
－
１
－
は
ト
ー
ス

ト
、
ポ
テ
ト
、
ベ
ー
コ
ン
、
フ
ル
ー
ツ
な
ど
連
日
同
じ
も
の
で
あ
っ

た
。

開
会
式
の
会
場
の
確
認
も
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
が
、
小
野
田

先
生
の
案
内
で
、
広
い
キ
ャ
ン
パ
ス
を
迷
う
こ
と
な
く
、
フ
レ
デ

リ
ッ
ク
・
ウ
ッ
ド
・
シ
ア
タ
ー
に
向
う
こ
と
が
で
き
た
。
総
会
会

場
に
入
る
と
こ
ろ
で
、
チ
ャ
・
サ
ン
ギ
ョ
ブ
先
生
（
金
剛
大
学
）

と
再
会
し
た
。

開
会
式
後
に
発
表
が
行
わ
れ
る
教
室
棟
に
移
動
し
た
。
初
日
の

発
表
は
「
保
護
と
復
興
」
「
東
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
仏
教
徒
の
空

想
と
彼
ら
の
修
行
」
「
古
代
チ
ベ
ッ
ト
研
究
Ⅲ
」
「
チ
ベ
ッ
ト
文
献

パ
ス
に
す
べ
て
が
備
わ
っ
て
い
る
の
だ
が
、
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
へ
の

ア
ク
セ
ス
が
容
易
で
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
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へ
の
貢
献
ｌ
テ
キ
ス
ト
と
ジ
ャ
ン
ル
と
一
般
的
用
語
」
「
チ
ベ
ッ

ト
人
類
学
の
状
況
ｌ
過
去
の
窮
地
と
新
た
な
方
向
」
「
イ
ポ
リ
ッ

ト
・
デ
ジ
デ
リ
と
チ
ベ
ッ
ト
ヘ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
伝
導
に
関
す
る
近

年
の
調
査
」
「
高
等
教
育
に
お
け
る
第
二
外
国
語
と
し
て
の
チ
ベ
ッ

ト
語
の
教
育
と
学
習
」
「
チ
ベ
ッ
ト
の
西
洋
認
識
」
「
チ
ベ
ッ
ト
に

お
い
て
応
用
さ
れ
た
ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ
」
「
チ
ベ
ッ
ト
史
ｌ
政
治

と
法
律
」
「
現
代
モ
ン
ゴ
ル
初
期
の
仏
教
の
伝
統
へ
の
接
近
’
一

九
三
○
年
以
前
の
テ
キ
ス
ト
と
イ
メ
ー
ジ
」
の
こ
の
パ
ネ
ル
に

お
い
て
八
○
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
み

て
も
、
仏
教
学
研
究
に
偏
ら
な
い
チ
ベ
ッ
ト
研
究
の
多
様
性
が
明

ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
筆
者
の
興
味
は
仏
教
で
あ
る
た
め
、

「
チ
ベ
ッ
ト
文
献
へ
の
貢
献
」
に
参
加
す
る
。
発
表
は
次
の
通
り
。

ジ
ム
・
ラ
イ
ン
ガ
ン
ス
「
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
お
け
る
著
作
集
Ｉ

そ
の
編
纂
と
改
訂
と
構
成
と
分
類
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の

そ
の
利
用
」

ピ
ー
タ
ー
・
フ
ェ
ア
ハ
ー
ゲ
ン
「
チ
ベ
ッ
ト
翻
訳
官
の
仕
事

道
具
」

第
十
二
回
国
際
チ
ベ
ッ
ト
学
会
報
告
（
望
月
海
慧
）

ラ
ラ
・
ブ
ラ
イ
ト
ス
タ
イ
ン
「
歴
史
を
作
る
？
ド
リ
ン
パ
・

テ
ン
ジ
ン
・
ペ
ル
ジ
ョ
ル
の
伝
記
を
読
む
」

ウ
ル
リ
ケ
・
ル
ス
ラ
ー
「
文
献
の
分
類
か
、
知
識
の
系
統
立

て
か
？
チ
ベ
ッ
ト
文
献
に
お
け
る
分
類
ジ
ャ
ン
ル
に

関
す
る
一
般
的
見
解
」

ロ
ジ
ャ
ー
。
Ｒ
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
「
借
用
さ
れ
た
文
献
と
流
動

的
ジ
ャ
ン
ル
と
遂
行
的
表
現
の
認
可
ｌ
ゲ
ル
ク
派
の
供

儀
に
関
す
る
熟
考
」

こ
れ
ら
の
発
表
を
通
し
て
、
チ
ベ
ッ
ト
蔵
外
文
献
の
分
類
の
必

要
性
を
再
認
識
す
る
。
こ
れ
ま
で
は
高
僧
の
著
作
集
な
ど
を
中
心

に
文
献
が
紹
介
さ
れ
て
き
た
が
、
さ
ら
に
仏
教
に
関
係
す
る
も
の

だ
け
で
も
文
法
用
語
集
、
伝
記
文
献
、
儀
礼
文
献
な
ど
多
く
の
文

献
が
ま
だ
十
分
に
整
理
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
前
日
の
コ
ス
プ
レ
会
場
の
地
下
で
、
中

華
の
酢
豚
で
昼
食
を
と
る
。

午
後
の
前
半
も
同
じ
パ
ネ
ル
に
参
加
し
、
次
の
発
表
を
聞
く
。

フ
ォ
ル
カ
ー
・
カ
ウ
マ
ン
ス
「
チ
ベ
ッ
ト
と
ブ
ー
タ
ン
に
お
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け
る
パ
ン
チ
ェ
ン
・
シ
ャ
ー
キ
ャ
チ
ョ
ク
デ
ン
（
一
四

二
八
’
一
五
○
七
）
の
『
著
作
集
』
」

ジ
ャ
コ
メ
ラ
・
オ
ロ
フ
ィ
ノ
「
古
代
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
チ
ベ
ッ

ト
へ
の
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
の
長
旅
」

エ
カ
テ
リ
ー
ナ
・
ソ
ブ
コ
バ
ク
「
ロ
ン
ド
ル
・
ラ
マ
の
『
芸

術
・
医
学
・
占
星
術
に
関
す
る
用
語
の
一
覧
表
』
に
関

す
る
知
識
領
域
の
分
類
」

ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
な
ど
と
聞
く
と
、
「
平
成
の
時
代
に
ま
だ
カ
ー

ル
・
グ
ス
タ
フ
・
ユ
ン
グ
と
チ
ベ
ッ
ト
か
」
な
ど
と
思
っ
て
し
ま

う
が
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
と
の
比
較
で
あ
る
。
民
話
と
神
話
の
比
較

に
よ
る
物
語
の
普
遍
的
テ
ー
マ
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
あ

ま
り
重
要
性
を
感
じ
な
い
・
そ
れ
に
比
べ
、
ロ
ン
ド
ル
・
ラ
マ
の

用
語
集
は
、
と
て
も
有
益
な
も
の
と
思
わ
れ
、
早
く
使
い
易
い
形

で
一
冊
欲
し
く
な
っ
て
し
ま
う
。

休
憩
の
後
は
会
場
を
変
え
、
「
古
代
チ
ベ
ッ
ト
研
究
Ⅲ
」
で
次

の
発
表
を
聞
く
。

岩
尾
一
史
「
敦
煙
出
土
の
チ
ベ
ッ
ト
語
『
十
万
頌
般
若
経
』

第
十
二
回
国
際
チ
ベ
ッ
ト
学
会
報
告
（
望
月
海
慧
）

に
つ
い
て
」

パ
サ
ン
・
ワ
ン
ド
ゥ
「
中
央
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
の
王
家
の
資
料
ｌ

い
く
つ
か
の
新
発
見
」

ロ
バ
ー
ト
・
メ
イ
ャ
ー
「
敦
煙
文
書
角
○
Ｆ
目
号
詫
匿
）

に
よ
り
保
存
さ
れ
た
『
聖
な
る
方
便
の
綱
の
蓮
華
蔓
の

摂
義
釈
』
へ
の
パ
ド
マ
サ
ン
バ
ヴ
ァ
の
あ
り
得
る
貢
献
」

『
十
万
頌
般
若
経
』
だ
け
で
な
く
、
大
乗
経
典
の
チ
ベ
ッ
ト
語

訳
の
蔵
外
資
料
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
以
前
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
『
法
華
経
』
も
含
め
て
、
こ
れ
ら
の
経
典
の
チ
ベ
ッ
ト
語
訳

の
位
置
づ
け
を
ま
と
め
て
、
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
訳
経
史
を
解
明

す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
ま
た
敦
煙
文
書
に
つ
い
て
は
、
近
年
、

国
際
敦
煙
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
東
京
外
国
語
大
学
の
星
泉
先
生
に
よ

り
ウ
ェ
ブ
上
で
の
画
像
デ
ー
タ
や
電
子
デ
ー
タ
が
利
用
可
能
と
な

り
、
今
後
も
さ
ら
な
る
成
果
が
期
待
で
き
る
。

夜
は
人
類
学
博
物
館
で
歓
迎
会
。
ア
メ
リ
カ
ン
・
イ
ン
デ
ィ
ア

ン
の
歴
史
文
化
を
学
ぶ
た
め
に
博
物
館
を
見
学
の
後
、
海
岸
沿
い

の
大
型
テ
ン
ト
に
移
動
す
る
。
映
画
の
セ
ッ
ト
の
よ
う
な
と
こ
ろ
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●
■
。
。
。
■
。
■
。
。
。
。
。
■
■
。
。
■
Ｆ
ｐ
恥
貼
■
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八
月
一
七
日
第
二
日
目
は
総
会
と
し
て
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ラ
ン
ブ

ル
座
長
の
下
で
、

ジ
ー
ン
・
ス
ミ
ス
「
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
リ
ソ
ー
ス
・
セ
ン
タ
ー
」

ア
ン
ド
レ
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
「
歴
史
的
チ
ベ
ッ
ト
建
築
の

た
め
の
委
員
会
」

ヤ
ン
・
エ
ン
ホ
ン
「
中
国
社
会
科
学
学
会
」

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ジ
ェ
ル
マ
ー
ノ
「
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
大
学
チ

ベ
ッ
ト
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
図
書
館
」

の
発
表
が
行
わ
れ
た
。
連
日
の
朝
の
全
体
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
ホ
ー

ル
で
重
要
な
発
表
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
参
加
者
に
と
っ
て
有
益

で
あ
る
。
こ
の
日
も
、
ジ
ー
ン
・
ス
ミ
ス
の
仏
教
学
研
究
に
対
す

る
大
き
な
貢
献
を
確
認
す
る
。
ま
た
年
末
に
届
い
た
氏
の
計
報
は
、

で
、
夕
日
を
見
な
が
ら
、
前
月
に
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
会
っ
た
ば
か
り

の
ド
ル
ジ
・
ワ
ン
チ
ュ
ッ
ク
教
授
ら
と
食
事
を
と
り
、
楽
し
い
夕

べ
を
過
ご
す
。
ま
た
漢
人
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
も
知
り
合
い
、

チ
ベ
ッ
ト
学
が
も
つ
複
雑
な
現
状
も
再
認
識
す
る
。
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第
十
二
回
国
際
チ
ベ
ッ
ト
学
会
報
告
（
望
月
海
慧
）

灘

時計台とメイン図書館

チ
ベ
ッ
ト
学
に
お
け
る
と
て
も
大
き
な
喪
失
で
あ
る
。

続
い
て
、
パ
ネ
ル
と
し
て
「
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
中
観
の
歴
史

に
向
け
て
」
「
チ
ベ
ッ
ト
の
収
集
品
ｌ
博
物
館
と
実
在
品
と
記
憶
」

「
歴
史
と
文
化
」
「
ボ
ン
教
と
仏
教
の
伝
統
に
お
け
る
癒
し
の
た
め

の
儀
礼
の
利
用
」
「
チ
ベ
ッ
ト
地
域
に
お
け
る
発
展
の
中
の
社
会

政
治
と
経
済
と
環
境
の
変
化
」
「
ア
ム
ド
地
方
史
」
「
社
会
と
共
同

体
」
「
チ
ベ
ッ
ト
国
境
に
お
け
る
権
力
と
抵
抗
」
「
女
性
宗
教
修
行

者
た
ち
」
「
チ
ョ
ナ
ン
派
ｌ
物
語
と
伝
承
と
伝
統
の
再
考
」
「
現
代

的
対
話
ｌ
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
議
論
と
会
話
と
討
論
」
「
チ
ベ
ッ

ト
の
碑
文
」
「
宗
派
の
接
合
ｌ
伝
承
体
系
の
創
造
的
過
程
」
「
壁
画
」

の
一
四
の
パ
ネ
ル
に
お
い
て
九
一
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。
筆
者
の

興
味
は
「
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
中
観
」
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
自

ら
の
発
表
が
行
わ
れ
る
「
チ
ョ
ナ
ン
派
」
の
部
会
に
参
加
す
る
。

そ
こ
で
は
、
マ
イ
ヶ
ル
・
シ
ー
ヒ
ー
が
座
長
と
な
り
、
次
の
発
表

が
行
わ
れ
た
。

マ
イ
ケ
ル
・
シ
ー
ヒ
ー
「
サ
ン
ウ
ェ
イ
・
イ
ェ
ー
シ
ェ
を
明

ら
か
に
す
る
ｌ
女
性
チ
ョ
ナ
ン
派
熟
練
者
ジ
ェ
ッ
ン
。
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テ
ィ
ン
レ
ー
・
ワ
ン
ポ
（
お
よ
そ
一
五
八
五
’
一
六
六

八
）
の
自
伝
の
反
映
」

ゾ
ラ
ン
・
ラ
ゾ
ヴ
ィ
ッ
チ
「
ク
ン
ガ
ー
・
ド
ゥ
ル
チ
ョ
ッ
ク

の
『
チ
ョ
ナ
ン
百
注
解
』
ｌ
あ
る
仏
教
修
行
教
示
者
の

自
伝
」

ウ
ル
バ
ン
・
ハ
マ
ー
「
タ
ー
ラ
ナ
ー
タ
の
『
時
輪
法
集
』
ｌ

チ
ョ
ナ
ン
派
の
時
輪
史
」

望
月
海
慧
「
タ
ー
ラ
ナ
ー
タ
の
『
中
観
最
乗
論
』
第
三
章
に

つ
い
て
」

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
テ
ン
プ
ル
マ
ン
「
イ
ン
ド
か
ら
の
最
後
の

密
教
の
教
え
ｌ
タ
ー
ラ
ナ
ー
タ
は
文
献
の
欄
外
の
犠
牲

者
だ
っ
た
の
か
」

た
だ
し
第
二
番
目
の
発
表
者
の
欠
席
は
事
前
に
知
ら
さ
れ
て
お

り
、
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
筆
者
の
発
表
に
つ
い
て
は
、
そ
の
タ
イ

ト
ル
の
テ
ー
マ
の
内
容
を
記
さ
な
か
っ
た
の
は
失
敗
だ
っ
た
。

「
如
来
蔵
」
と
言
う
内
容
だ
と
他
の
パ
ネ
ル
の
可
能
性
も
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
が
、
チ
ョ
ナ
ン
派
と
タ
ー
ラ
ナ
ー
タ
に
と
っ
て
の
『
時

第
十
二
回
国
際
チ
ベ
ッ
ト
学
会
報
告
（
望
月
海
慧
）

』
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輪
タ
ン
ト
ラ
』
の
重
要
性
を
再
確
認
で
き
た
だ
け
で
も
有
益
な
パ

ネ
ル
で
あ
っ
た
。

ま
た
自
身
の
発
表
の
際
に
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
の
飯
田
昭
太
郎
先
生
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
残
念
な
が
ら
生
前
に
お
会
い
す
る
機
会
は
な
か
っ
た
が
、

丁
寧
な
手
紙
と
ご
著
書
を
頂
い
た
こ
と
が
あ
る
。
先
生
は
身
延
山

大
学
の
前
身
で
あ
る
専
門
学
校
の
時
代
の
三
賢
人
の
一
人
で
あ
る
。

今
回
の
発
表
が
も
う
一
人
の
賢
人
で
あ
る
中
村
瑞
隆
先
生
が
専
門

と
し
た
如
来
蔵
思
想
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
回
の
発
表
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
高
い
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

発
表
後
は
、
い
つ
も
の
フ
ー
ド
・
コ
ー
ト
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の

寿
司
で
昼
食
を
と
っ
た
後
、
午
後
は
「
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
中
観

の
歴
史
に
向
け
て
」
の
パ
ネ
ル
に
参
加
。
発
表
は
次
の
通
り
。

ト
ー
マ
ス
・
Ｊ
・
Ｆ
・
テ
ィ
ル
マ
ン
ス
「
チ
ベ
ッ
ト
に
お
い

て
第
三
・
四
レ
ン
マ
で
何
か
起
き
た
の
か
」

ヤ
エ
ル
・
ベ
ン
ト
ー
ル
「
創
造
の
段
階
で
の
空
性
の
瞑
想
に

関
す
る
論
争
」

第
十
二
回
国
際
チ
ベ
ッ
ト
学
会
報
告
（
望
月
海
慧
）

ド
ナ
ル
ド
・
ロ
ペ
ス
「
デ
ジ
デ
リ
と
ト
ン
ワ
・
’
－
１
予
備
的

研
究
」

イ
・
ョ
ン
ボ
ク
「
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
『
入
中
論
釈
』
に
お
け
る

否
定
対
象
の
識
別
を
め
ぐ
る
デ
プ
ン
寺
の
ゴ
マ
ン
学
堂

の
新
旧
教
科
書
の
議
論
」

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ス
ト
ル
ッ
「
中
観
の
地
位
を
め
ぐ
る
ゲ
ン
ド
ゥ
ー

真
理
と
知
識
と
証
拠
」

こ
の
パ
ネ
ル
の
座
長
は
ヴ
ァ
ー
ジ
’
一
ァ
大
学
の
ジ
ェ
フ
リ
ー
・

ホ
プ
キ
ン
ス
教
授
で
あ
り
、
個
人
的
印
象
と
し
て
今
回
の
学
会
の

主
役
の
よ
う
な
印
象
を
感
じ
た
。
教
授
の
『
空
性
に
関
す
る
瞑
想

ｅ
唇
曼
言
註
§
○
ご
画
言
頁
雪
腐
巴
』
や
、
ミ
シ
ガ
ン
大
学
の
ロ
ペ

ス
教
授
の
『
自
立
論
証
派
の
研
究
含
め
ミ
ミ
ミ
の
§
ご
ミ
ミ
さ
）
』

な
ど
の
著
書
は
、
私
が
研
究
を
始
め
た
頃
に
読
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

久
し
ぶ
り
の
再
会
の
挨
拶
を
し
、
あ
の
頃
の
学
問
に
対
す
る
情
熱

を
思
い
出
す
。

学
会
を
終
え
て
、
広
い
学
内
探
検
も
含
め
東
の
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
商
店
街
ま
で
散
歩
を
す
る
。
ア
ジ
ア
食
品
店
で
買
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第
十
二
回
国
際
チ
ベ
ッ
ト
学
会
報
告
（
望
月
海
慧
）

有名なレック・ビーチ

い
物
を
し
、
イ
ン
ド
・
カ
レ
ー
を
食
べ
る
。
食
後
も
ま
だ
明
る
い

の
で
、
寮
近
く
に
あ
る
ビ
ー
チ
に
出
か
け
る
。
寮
の
近
く
に
大
き

な
駐
車
場
が
あ
り
、
多
く
の
海
水
浴
客
が
出
入
り
し
て
い
る
の
が

気
に
な
っ
て
い
た
。
海
岸
ま
で
下
っ
て
み
る
と
、
多
く
の
裸
体
の

中
に
、
チ
ベ
ッ
ト
僧
も
混
ざ
っ
て
、
夕
日
を
眺
め
て
い
た
。
翌
日

に
友
人
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
ヌ
ー
デ
ィ
ス
ト
・
ビ
ー
チ
で
有
名
な

浜
だ
そ
う
で
あ
る
。

八
月
一
八
日

本
日
も
総
会
と
し
て
、

ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ギ
ャ
ッ
ォ
「
人
法
の
倫
理
ｌ
チ
ベ
ッ
ト
仏
教

以
前
と
内
部
と
彼
方
」

ツ
ェ
ャ
ン
・
チ
ャ
ン
ゴ
パ
「
ゴ
ン
タ
ン
地
方
国
の
ラ
サ
・
リ

ン
チ
ェ
ン
ッ
ォ
に
関
す
る
予
備
的
注
記
」

シ
ェ
ン
・
ド
ゥ
「
尊
者
と
チ
ャ
ン
チ
ュ
ブ
・
ウ
の
七
つ
の
質

問
」

夕
シ
・
ツ
ェ
リ
ン
「
レ
マ
ン
・
ケ
ン
ラ
プ
・
ノ
ル
プ
ー
彼
の

－54－



略
伝
の
注
記
と
著
作
の
短
い
議
論
」

の
講
演
が
行
わ
れ
た
。
三
番
目
の
も
の
は
ア
テ
ィ
シ
ャ
の
『
菩
提

道
灯
論
』
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
ロ
サ
ン
・
チ
ュ
ー
キ
ゲ
ル
ッ
ェ

ン
の
同
論
に
対
す
る
注
釈
を
見
る
と
、
こ
の
七
つ
の
問
い
に
関
す

る
解
釈
が
複
数
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

続
い
て
パ
ネ
ル
と
し
て
「
チ
ベ
ッ
ト
の
た
め
の
自
己
決
断
ｌ
近

年
の
展
開
」
「
チ
ベ
ッ
ト
学
図
書
館
と
ア
ー
カ
イ
ブ
資
源
ｌ
専
門

分
野
の
状
況
と
必
要
な
技
術
」
「
カ
ム
ー
強
烈
な
接
触
地
域
ｌ
カ

ム
パ
地
方
」
「
文
献
と
社
会
的
メ
デ
ィ
ア
」
「
仏
教
文
献
と
思
想
」

「
チ
ベ
ッ
ト
氏
族
」
「
聖
な
る
狂
人
ｌ
対
比
す
る
展
望
」
「
保
健
治

療
」
「
政
治
経
済
と
空
間
の
生
産
」
「
中
国
に
お
け
る
チ
ベ
ッ
ト
仏

教
」
「
チ
ベ
ッ
ト
情
報
工
学
」
「
文
献
的
・
論
弁
的
芸
術
」
「
ソ
ワ

リ
グ
パ
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
医
学
へ
？
ｌ
伝
承
と
変
容
」
「
チ
ベ
ッ
ト

人
ｌ
ア
ム
ド
に
お
け
る
ム
ス
リ
ム
と
の
関
係
の
過
去
と
現
在
」

「
古
典
文
献
」
「
ボ
ン
教
の
共
同
体
と
機
関
と
相
承
」
の
一
六
の
パ

ネ
ル
に
お
い
て
一
○
五
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。

教
室
を
移
動
す
る
際
に
、
書
店
に
て
法
数
の
辞
典
と
パ
ン
チ
ェ

第
十
二
回
国
際
チ
ベ
ッ
ト
学
会
報
告
（
望
月
海
慧
）

ン
ラ
マ
一
世
の
著
作
集
を
購
入
し
た
た
め
、
重
い
書
籍
を
抱
え
て

寮
に
一
度
戻
る
。
急
い
で
教
室
に
戻
り
、
「
仏
教
文
献
と
思
想
」

に
参
加
す
る
。
発
表
は
次
の
通
り
。

熊
谷
誠
慈
「
「
自
性
空
」
の
論
法
の
イ
ン
ド
仏
教
か
ら
チ
ベ
ッ

ト
仏
教
と
ボ
ン
教
へ
の
展
開
ｌ
「
四
大
理
由
」
な
の
か

「
五
大
理
由
」
な
の
か
」

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
マ
ク
ガ
リ
テ
ィ
「
イ
ン
ド
と
チ
ベ
ッ
ト
の

中
観
論
者
に
よ
る
縁
起
と
因
縁
施
設
の
理
解
」

斉
藤
明
「
バ
ヴ
ィ
ャ
に
よ
る
サ
ー
ン
キ
ャ
学
派
の
影
像
論
批

判
」

ツ
ル
テ
ィ
ム
・
ケ
サ
ン
「
ブ
ッ
ダ
と
如
来
の
見
解
の
成
就
に

入
る
条
件
と
意
義
」

こ
れ
ら
の
発
表
か
ら
も
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
学
ぶ
た
め
に
は
イ

ン
ド
仏
教
の
専
門
的
知
識
が
必
要
条
件
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
イ
ン
ド
仏
教
文
献
に
お
け
る
他
学
派
と
の
論
争
が
チ
ベ
ッ

ト
仏
教
に
お
け
る
議
論
の
前
提
に
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な

も
の
は
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
ま
で
も
遡
る
。
そ
れ
故
に
「
チ
ベ
ッ
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ト
仏
教
研
究
者
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
文
献
だ
け
を
読
め
ば
い
い
」
な

ど
と
言
っ
て
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

昼
食
に
ア
メ
リ
カ
ン
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
と
チ
ッ
プ
ス
を
と
っ
た

後
、
午
後
は
「
チ
ベ
ッ
ト
学
図
書
館
と
ア
ー
カ
イ
ブ
資
源
」
の
パ

ネ
ル
に
参
加
す
る
。
発
表
は
次
の
通
り
。

ペ
マ
・
ブ
ム
と
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
デ
イ
・
リ
ア
ッ
コ
「
ラ

ッ
ェ
図
書
館
」

ジ
ー
ン
・
ス
ミ
ス
と
ジ
ェ
フ
・
ヴ
ァ
ル
マ
ン
「
チ
ベ
ッ
ト
仏

教
リ
ソ
ー
ス
・
セ
ン
タ
ー
」

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ワ
イ
ン
ベ
ル
ガ
ー
「
チ
ベ
ッ
ト
・
ヒ
マ
ラ

ヤ
・
デ
ジ
タ
ル
図
書
館
」

こ
の
よ
う
な
ウ
ェ
ブ
図
書
館
の
情
報
は
と
て
も
重
要
で
あ
り
、

研
究
の
シ
ー
ル
と
し
て
利
用
価
値
は
と
て
も
高
い
も
の
で
あ
る
。

自
ら
の
研
究
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め
に
利
用
す
る
だ
け
で
な
く
、

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
新
た
な
総
合
研
究
の
創
出
・
研
究
成

果
の
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
さ
ら
に
は
、
研
究
の
波
及
効
果
を
も
た
ら
す

こ
と
な
ど
を
含
め
て
、
重
要
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
も

第
十
二
回
国
際
チ
ベ
ッ
ト
学
会
報
告
（
望
月
海
慧
）

ち
ろ
ん
研
究
助
成
の
獲
得
戦
略
を
考
え
る
上
で
も
、
重
要
な
ヒ
ン

ト
が
得
ら
れ
た
。

休
憩
の
後
に
教
室
を
移
動
し
、
「
古
典
文
献
」
の
パ
ネ
ル
に
参

加
。
発
表
は
次
の
通
り
。

ス
ダ
ン
・
シ
ャ
キ
ャ
「
『
ナ
ー
マ
・
サ
ン
ギ
ー
テ
ィ
』
の
十

二
音
韻
の
解
釈
」

チ
ャ
・
サ
ン
ギ
ャ
ブ
「
『
シ
ネ
ペ
リ
』
の
役
割
と
意
義
」

槇
殿
伴
子
「
『
ニ
ン
マ
・
ギ
ュ
ブ
ン
・
カ
ル
チ
ャ
ク
』
に
お

け
る
秘
密
マ
ン
ト
ラ
の
合
成
的
シ
ス
テ
ム
教
義
の
カ
ト

ク
・
ゲ
ッ
ェ
・
マ
ハ
ー
パ
ン
デ
ィ
夕
に
よ
る
提
示
」

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ス
ジ
ャ
ー
タ
「
パ
ボ
ン
カ
パ
・
デ
チ
ェ
ン

ニ
ン
ポ
の
ス
ン
グ
ル
ー
彼
の
詩
的
技
術
の
分
析
」

ト
ゥ
プ
テ
ン
・
ク
ン
ガ
・
チ
ャ
シ
ャ
プ
「
エ
ガ
ン
・
パ
デ
ル

に
よ
り
編
集
さ
れ
た
『
一
般
的
教
義
の
心
髄
』
と
呼
ば

れ
る
古
文
献
」

金
剛
大
学
の
チ
ャ
先
生
の
発
表
は
チ
ベ
ッ
ト
の
『
牧
牛
図
』
に

関
す
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
の
先
行
研
究
も
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
っ
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た
。
日
本
語
は
読
ま
な
い
と
い
う
よ
う
な
西
洋
の
学
者
に
は
、
こ

の
よ
う
な
姿
勢
を
見
習
っ
て
も
ら
い
た
い
と
感
じ
て
し
ま
う
。
槇

殿
先
生
の
発
表
は
、
彼
の
大
中
観
説
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ

の
後
の
リ
メ
運
動
へ
の
影
響
も
含
め
て
、
と
て
も
興
味
深
い
も
の

で
あ
っ
た
。

発
表
後
は
寮
に
戻
り
、
前
日
に
ア
ジ
ア
食
品
店
で
購
入
し
た
も

の
を
キ
ッ
チ
ン
で
調
理
す
る
。
そ
の
後
、
次
の
論
文
資
料
の
た
め

の
テ
キ
ス
ト
和
訳
を
行
っ
て
い
る
と
、
火
災
報
知
機
が
鳴
り
響
い

た
。
隣
人
ら
と
非
常
階
段
を
下
る
と
、
消
防
車
も
や
っ
て
き
た
。

誤
作
動
の
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
は
昼
間
で
は
見
ら
れ
な
い

よ
う
な
姿
の
先
生
方
が
集
ま
っ
て
い
た
。

八
月
一
九
日

個
人
的
に
は
最
終
日
の
総
会
と
し
て
発
表
は
、

キ
ャ
ロ
ル
・
マ
ク
グ
ラ
ナ
ハ
ン
「
チ
ベ
ッ
ト
の
戦
争
画
ｌ

『
快
楽
の
園
』
と
そ
の
他
の
絵
入
り
の
現
代
チ
ベ
ッ
ト

史
」第

十
二
回
国
際
チ
ベ
ッ
ト
学
会
報
告
（
望
月
海
慧
）

寮のキッチン・ダイニング
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ル
ン
テ
ン
・
ギ
ャ
ッ
ォ
「
国
民
総
幸
福
の
た
め
の
教
育
ｌ
仏

教
思
想
と
の
相
互
関
係
」

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ラ
ン
ブ
ル
「
ネ
パ
ー
ル
の
ム
ス
タ
ン
窟
に
お

け
る
最
近
の
文
献
的
発
見
」

の
発
表
が
行
わ
れ
た
。

パ
ネ
ル
で
の
発
表
は
「
自
空
・
他
空
の
歴
史
ｌ
リ
メ
運
動
を
通

し
て
そ
の
始
ま
り
と
の
相
違
」
「
シ
ッ
キ
ム
と
ブ
ー
タ
ン
ー
過
去

と
現
在
」
「
フ
ー
バ
ー
ト
・
デ
ク
レ
ア
ー
を
評
価
す
る
記
念
パ
ネ

ル
」
「
医
学
文
献
」
「
僧
院
の
歴
史
」
「
世
界
の
中
の
チ
ベ
ッ
ト
人
」

「
教
育
」
「
カ
ン
ギ
ュ
ル
研
究
」
「
二
○
世
紀
の
歴
史
と
国
際
関
係
」

「
宗
教
と
世
俗
儀
礼
」
「
ケ
サ
ル
と
民
俗
伝
承
」
の
十
一
の
パ
ネ
ル

に
お
い
て
六
八
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。

ま
ず
「
僧
院
の
歴
史
」
の
パ
ネ
ル
に
お
い
て
、

井
内
真
帆
「
チ
ベ
ッ
ト
の
仏
教
共
同
体
の
構
造
に
お
け
る
移

動
に
よ
る
初
期
カ
ダ
ム
派
内
の
変
化
」

の
発
表
を
聞
く
。
カ
ダ
ム
派
に
つ
い
て
は
、
デ
ィ
ー
パ
ン
カ
ラ
シ
ュ

リ
ー
ジ
ュ
ナ
ー
ナ
を
研
究
す
る
上
で
も
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
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こ
の
よ
う
な
研
究
の
大
切
さ
を
知
る
。

そ
の
教
室
に
、
私
の
雑
誌
へ
の
問
い
合
わ
せ
メ
ー
ル
を
頂
い
た

研
究
者
が
い
た
の
で
、
最
新
号
を
渡
す
。
そ
の
後
は
「
自
空
・
他

空
の
歴
史
」
の
パ
ネ
ル
に
移
動
す
る
。
発
表
は
次
の
通
り
。

ク
ラ
ウ
ス
・
デ
ィ
ー
タ
ー
・
マ
テ
ス
「
ケ
ン
チ
ェ
ン
・
カ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ン
ポ
の
他
空
説
の
リ
メ
運
動
へ
の
貢
献
」

カ
ー
ル
・
ブ
ル
ン
ヘ
ル
ッ
ル
「
カ
ル
マ
パ
八
世
の
他
空
説
」

ア
ン
・
バ
カ
ル
デ
ィ
「
僧
院
と
条
件
づ
け
ら
れ
た
心
は
ど
の

よ
う
に
し
て
他
空
説
に
不
可
欠
に
な
り
う
る
の
か
」

ダ
グ
ラ
ス
・
ダ
ク
ワ
ー
ス
「
他
空
説
の
根
拠
の
反
響
」

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヒ
ギ
ン
ズ
「
ロ
ン
チ
ェ
ン
パ
の
『
心
知
問

答
論
』
の
主
題
の
概
観
」

最
初
の
発
表
は
聞
け
な
か
っ
た
が
、
今
回
の
学
会
の
仏
教
学
的

テ
ー
マ
の
主
題
は
他
空
説
で
あ
る
よ
う
な
印
象
を
も
っ
た
。
ゲ
ル

ク
派
の
ツ
ォ
ン
カ
パ
で
も
な
く
、
サ
キ
ャ
派
の
サ
パ
ン
ら
で
も
な

く
、
こ
の
非
主
流
的
な
思
想
の
解
明
が
流
行
に
な
る
こ
と
は
、
研

究
が
次
の
段
階
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
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ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
主
流
派
の
中
に
も
他
空
説
を
取
り
入
れ
た
学
者

が
い
た
こ
と
か
ら
も
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
史
に
お
い
て
も
す
で
に
重

要
な
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
思
想
史
を

総
合
的
に
捉
え
る
段
階
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

お
昼
は
、
井
内
先
生
ら
若
い
日
本
人
研
究
者
と
中
華
を
食
べ
る
。

今
回
の
学
会
へ
の
日
本
人
参
加
者
は
、
私
よ
り
も
下
の
世
代
の
学

者
が
多
か
っ
た
。
日
本
人
の
今
後
の
チ
ベ
ッ
ト
学
へ
の
貢
献
が
期

待
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
彼
ら
を
援
助
し
て
や
り
た
い
と
思
う
と
、

そ
の
よ
う
な
歳
に
自
分
が
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
悲
哀
を
感
じ

て
し
ま
う
。

午
後
も
「
自
空
・
他
空
の
歴
史
」
の
パ
ネ
ル
に
参
加
す
る
。
発

表
は
次
の
通
り
。

ツ
ェ
リ
ン
・
ワ
ン
チ
ュ
ク
「
他
空
説
の
直
接
伝
承
の
研
究
’

一
三
、
一
四
世
紀
の
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
仏
性
論
に
対

す
る
リ
ン
チ
ェ
ン
・
イ
ェ
シ
ェ
の
解
明
」

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ヤ
ノ
ポ
ロ
ス
「
他
空
説
の
権
威
と
信
頼

性
ｌ
ト
ゥ
ル
プ
パ
の
『
現
観
荘
厳
論
釈
』
に
お
け
る
他

第
十
二
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国
際
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空
説
へ
の
イ
ン
ド
資
料
」

ヤ
ロ
ス
ラ
ヴ
・
コ
マ
ロ
フ
ス
キ
ー
「
そ
れ
は
他
空
説
あ
る
い

は
良
い
古
琉
伽
行
か
’
一
五
世
紀
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
の
他

空
説
の
流
動
的
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
」

こ
れ
ら
の
発
表
の
後
に
、
参
加
者
す
べ
て
の
討
議
が
行
わ
れ
た
。

そ
こ
で
話
題
に
な
っ
た
の
が
、
他
空
説
の
イ
ン
ド
に
お
け
る
源
泉

に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
『
小
空
経
』
や
マ
イ
ト
レ
ー
ャ
の
論
書
に

そ
の
思
想
的
基
盤
を
求
め
る
こ
と
が
議
論
さ
れ
て
い
た
が
、
個
人

的
に
は
ラ
ト
ナ
ー
カ
ラ
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
や
デ
ィ
ー
パ
ン
カ
ラ
シ
ュ

リ
ー
ジ
ュ
’
一
ヤ
ー
ナ
に
も
同
じ
よ
う
な
思
想
背
景
を
感
じ
て
お
り
、

イ
ン
ド
と
チ
ベ
ッ
ト
の
直
接
的
な
影
響
関
係
の
可
能
性
に
つ
い
て

考
察
し
て
み
た
い
。

発
表
終
了
後
、
斉
藤
明
先
生
と
小
野
田
俊
蔵
先
生
と
で
、
新
渡

戸
記
念
庭
園
を
回
っ
て
行
く
も
、
残
念
な
が
ら
閉
園
し
て
い
た
。

そ
の
後
、
ノ
ン
・
ヤ
ン
グ
・
チ
ベ
ッ
ト
ロ
ジ
ス
ト
で
、
寮
の
隣
の

レ
ス
ト
ラ
ン
で
最
後
の
晩
餐
を
と
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
時
間
を

過
ご
す
。
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八
月
二
○
日
学
会
最
終
日
は
午
前
中
の
発
表
の
み
で
あ
る
。
総

会
に
お
い
て
、

テ
ィ
モ
シ
ー
・
ジ
ェ
イ
ム
ス
・
ブ
ル
ッ
ク
ロ
シ
目
の
岩
二
の

反
響
」

と
し
て
学
会
の
ま
と
め
が
行
わ
れ
た
後
に
、
パ
ネ
ル
発
表
と
し
て

「
チ
ベ
ッ
ト
の
外
縁
Ｉ
テ
キ
ス
ト
的
、
概
念
的
、
物
理
的
」
「
言
語

学
」
「
タ
ン
ト
ラ
と
タ
ン
ト
ラ
修
行
」
の
三
つ
の
パ
ネ
ル
に
お
い

て
三
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。

残
念
な
が
ら
月
曜
日
の
授
業
を
も
う
一
週
休
講
に
す
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
の
で
、
最
終
日
に
参
加
す
る
こ
と
な
く
帰
国
の
途
に

就
く
。
朝
食
後
に
チ
ェ
ッ
ク
・
ア
ウ
ト
を
し
、
一
昨
年
の
ア
ト
ラ

ン
タ
で
の
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
前
日
に
予
約
し
た
タ
ク
シ
ー
に

て
空
港
に
向
か
う
。
結
局
、
学
会
が
始
ま
っ
て
以
来
、
学
内
を
出

る
の
は
こ
れ
が
始
め
て
で
あ
る
。

今
回
の
学
会
で
は
、
五
五
の
パ
ネ
ル
で
三
五
○
を
超
え
る
発
表

が
行
わ
れ
た
。
世
界
中
か
ら
学
者
が
集
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
が
、

第
十
二
回
国
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日
本
西
蔵
学
会
が
マ
イ
ナ
ー
な
イ
メ
ー
ジ
な
の
に
対
し
て
、
大
規

模
な
学
会
で
あ
っ
た
と
い
う
印
象
が
強
い
。
も
ち
ろ
ん
大
き
け
れ

ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
が
、
自
分
の
研
究
手
法
に
対
す
る

反
省
も
含
め
て
、
日
本
の
チ
ベ
ッ
ト
学
研
究
に
も
さ
ら
な
る
バ
ラ

エ
テ
ィ
さ
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
学
会
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
ア
ジ
ア
研
究
所
の
サ
イ
ト
ｅ
詳
官
室
急
急
ぎ
．

旨
弓
巨
言
．
ｓ
言
３
ｍ
鬮
日
里
ｇ
ｇ
画
里
の
．
閉
己
閤
）
か
ら
ア
ク
セ
ス
で

圭
一
・
ブ
（
》
○
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ベ
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